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す
き
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す
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回主題設定の理由

<ねらいとする価値について＞

学校が好きで，自慢したいことは，いろいろ

あると思うが，自分の学校の校舎がりつばだと

か施設が整っているとか運動場が広いなどの理

由で自慢したがる子が多い。しかし，それだけ

では愛校心をもっているといい難い。特に低学

年では，自分たちのために一生懸命つくしてく

ださる先生を敬愛し，優しい上級生に親しみを

もち，たくさんの友達との学校生活を楽しむ心

を育てることが大切である。楽しい学校生活を

送ることが愛校心を育てるもとになると考え

る。

〈子どもの実態について＞

どの子も学校が好きで，毎日元気よく登校し

ている。誉た学校生活にも'慣れ，行動も活発化

してきている。しかし，自分たちの学校，自分

たちの学級という集団意識，仲間意識はまだあ

まり見られない。そこで，毎日学校生活が楽し

く過ごせるのは，たくさんの友達や親切にして

くれる上級崖がいて，さらには，すばらしい先

図F詞隔

＝２９＝

児童書７８～81ページ

４－(3)先生を敬愛し，学校の人々 に親しんで，
学級や学校の生活を楽しくする。（愛校心）

１４学校のじまん

＝２８＝

学
校
の
じ
ま
ん

生がいてくれるおかげであると気付かせ，学校

生活を楽しもうとする心を育てていきたい。

〈資料について＞

本資料は三人の子どもによる学校の自慢によ

って榊成されている。

１．友達がいるから大好き。

２．やさしくて，明るい先生がいるので学校が

楽しい。

３．やさしい上級生に親しく教えてもらえるか

ら楽しい。

ややもすると，施設・設備の自慢になりがち

な子どもたちにとって，この三人の自慢は，本

当のすばらしさである人と人とのつながりや温

かい心の通い合いに気付かせていくのに適した

賓料である。自分たちの学校や学級ではどうだ

ろうかと自分たちの生活と重ね合わせながら，

学校の楽しさを人々とのかかわりの中でとらえ

させたい。

回ねらい

先生を敬愛し，友達や上級生と仲よくして，

学校生活を楽しもうとする心情を育てる。

口
板
書

学校だいすき

｜
け
い
こ
さ
ん
一
…
・
先
生
が
い
る
。

。
や
さ
し
く
て
あ
か
る
い
。

箇
搾
謹
蕊
に
善
」

・
本
を
よ
ん
で
く
れ
る
。

こ
う
じ
く
ん
一
…
・
お
に
い
さ
ん
や

お
ね
え
さ
ん
が
い
る
。

・
な
ん
で
も
お
し
え
て
く
れ
る
。

《
『
》
『
］
）
“
・
砂
》
し
ょ
に
あ
そ
ん
で
く
れ

・
屋
胤
明
、
う
・
し
ご
と
を
て
つ
だ
っ
て
く
れ

・
↓
わ
。

・
し
ん
せ
つ
に
し
て
く
れ
る
。

｜
ゆ
り
な
さ
ん
一
…
・
と
も
だ
ち
が
い
る
。

・
い
っ
し
ょ
に
う
た
う
。

電
舞
唾
鶏
蕊

・
本
を
よ
む
の
も
い
っ
し
ょ
。

学習活動

(1)自分たちの学校の好きなところについて発表する。：

ｏ学校が楽しいなあ，好きだなあと思うところはどんなこ

とでしょう。

(2)資料「学校のじまん」を読んで話し合う。

①ゆりなきんは，友達がいるとどんな気持ちになるので，
学校が大好きなのでしょう。

．みんなで歌を歌うと楽しいから。

･友達がいると，いろいろな遊びができてとても楽しくな

るから。

･友達がいると，いろいろなお話ができてとても楽しいか
ら。

②けいこさんは，先生のことをどう思っているから学校へ
行くのが楽しみなのでしょう。

･先生のいる学校へ，早く行きたいな。

．今日は，先生とどんな勉強をするのかな。

.先生は，今日どんなお話をしてくれるのかな。

･先生とどんな遊びをしようかな，またいつ遊んでくれる

かな。

③こうじ君は，上級生のお兄さんやお姉さんのことをどう

思っているのでしょう。

･親切になんでも教えてくれるな。

･いつも遊んでくれてありがとう。

･お兄さんやお姉さんは，やさしいな。

･お兄さんやお姉さんがいろんな仕事をしてくれるから，

とても助かっている。

(3)自分たちの生活について考える。

ｏみなさんは何が学校のじまんですか。学校の友達や先

生，上級生に対してどんな気持ちをもってい言すか。

･ぼくも友達がいるので学校が楽しみです。

･勉強がおもしろいし，学校が楽しい。

･お姉さんたちと遊ぶのが楽しみです。

(4)教師の説話を聞く。

校舎は木造でとても古く，机や椅子もガタガタしてい

たし施設もあまりととのっていなかったけれど，友達が

みんな仲良く助けあってとても楽しかったことなど，息
い出の話をする。

支援上の留意点

・学校は楽しい，好きだという

気持ちを発表し，資料への興味

･関心をもつことができるよう

にする。

・ゆりなさんの気持ちを探らせ

ることで，友達がいるから学校

が楽しいという気持ちがわいて

くるようにする。

自分たちの体験と重ね合わせ

て考えさせるのもよい。

・先生に対するいろいろな思い

を出し合うことにより，先生を

敬愛する気持ちを引き出すよう

にする。

・上級生がいろいろと世話をし

てくれるからこそ，学校生活が

楽しくできるんだということに

気付くようにする。

・ゆりなさん，けいこさん，こ

うじ君と同じような気持ちが自

分にもあることに気付き,価値の

内面的自覚を図れるようにする。

｢わたしたちの学校」につい

てあらかじめ作文等を書いて

おくと自分の学校のよさ力辻

り深く自覚される。

・教師の思いを話し，学校生活

を楽しもうとする心情が高めら

れるようにする。


